
《ロータリーソング》
　○　それでこそロータリー

《会　長　報　告》
　○　皆さん、こんにちはお足元の悪い中例会に

ご出席いただき誠にありがとうございます。連
日の大雪と寒波で大変な正月でありますが、体
調など壊さないでお過ごしの事と存じ上げます。

　　　次年度地区大会についてご報告いたします。
小山健英次年度地区大会実行委員長ご逝去さ
れました事により、原徹爾君に実行委員長を
お引受けいただきました。また地区大会幹事
に岩本弘君、副幹事に鷲澤幸一君に快くお引
受けをいただきました事を報告します。昨年の
50 周年記念事業同様地区大会の会員皆様のご
理解と協力お願い申し上げます。

　　　本日は、ロータリーにおける親睦とはについ
てロータリー文責よりお話しをしたいと思います。

　　　親睦と奉仕は、ロータリーの二本の柱といわ
れています。しかし、ロータリーは敢えて親睦
と奉仕の解釈を、世間一般の人たちが考える
解釈と異なる次元に置いています。この二つ
はロータリー独自の概念であり、これを正しく
理解しない限り、ロータリー思想の原理に触れ
ることは難しいといわれています。Fellowship
を「親睦」と訳したことにも問題があるのかも
しれません。むしろ、「連帯感」とか「協調」
と訳す方が理解し易いでしょう。「親睦」とは
ロータリークラブが、クラブとして存続してい
く上で欠かすことの出来ない必要条件となる、
ロータリアン個人個人の心が結合した状態を
表す概念なのです。言いかえれば、“Fellowship”
はロータリーの引力ともいえます。

　　“入りて学び、出でて奉仕せよ”
　　　ロータリー運動の実体を、見事に表した言

葉として、「入りて学び、出でて奉仕せよ」“Enter 

to learn, Go forth to serve" という言葉があり
ます。世の中のあらゆる有用な職業から選ばれ
た裁量権を持った職業人が、一週一回の例会
に集い、例会の場で、職業上の発想の交換を
通じて、分かち合いの精神による事業の永続
性を学び、友情を深め、自己改善を図り、そ
の結果として奉仕の心が育まれてきます。この
例会における一連の活動のことを「親睦」と
呼ぶのです。例会で高められた奉仕の心を持っ
て、それぞれの家庭、職場、地域社会に帰り、
奉仕活動を実践します。これが理想とされる
ロータリーライフです。

　　　悩みごとを相談する真の友人こそロータリー
の友でなければならず、それを可能にするため
には、ロータリーの友情即ち親睦を更に高めな
ければなりません。もし、事業不振のため退会
を余儀なくされる会員がいたとすれば、そのク
ラブにはロータリーの親睦がなかったことを証
明することになるのです。職業上の相談はど
んなことでもクラブ内の友人に相談できる。ど
んなことを相談しても、自分のマイナスになっ
て返ってくることは絶対にない。これが可能な
クラブのことを、親睦のあるクラブといいます。
その前提となるのが一人一業種制度なのです。

　　親睦活動（Fellowship Activities)
　　　ロータリークラブの会員の中にも、親睦と親

睦活動を混同する人が多いようです。親睦会
やゴルフ会に参加することは親睦活動に参加
することであって、親睦とは違った次元のもの
であることを理解すべきでしょう。

　　　親睦活動が委員の任務を、親睦会の幹事や
同好会の世話役に留めることは大きな誤りで
す。クラブ奉仕の充分条件の範囲内で、親睦
というロータリー本来の運動を高めるために補
助的に活動することは大切なことです。しかし、
親睦活動は確かに会員が心を打ち解けあう手
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段の一つとして、親睦会やクラブ活動などの
レクリエーションも必要です。しかし、親睦を
深める最適の場所は、毎週一回の定例の例会
であることを忘れてはなりません。例会におい
て、いかに友情を深めるかを考え実行すること
と、いかにして真の親睦が保たれるような環境
を整備することが最大の任務なのです。

　　　丹治年度では、新入会員のうち特に転勤族
の会員には親睦委員会に所属していただきま
す。これは、新人だから下働きに使おうという
ことではなく、親睦委員として毎例会、会員相
互の親睦を深める活動に従事することによっ
て、一日でも早く、古い会員と融和を図ること
を期待しているからです。友情溢れる例会を
通じて、ロータリアンがお互いに切磋琢磨し、
自己改善に努めることで、ロータリーの説く親
睦が一層深まり、奉仕の心が高まっていきます。

　　　本日は、ロータリーにおける親睦とはについ
てお話しました。ご清聴ありがとうございます。

� （文責丹治正博）

《幹　事　報　告》
　○　第 39 回長野市内 6RC 合同親睦ゴルフコン

ペのご案内
　　開催予定日：5 月 14 日（日）
　　場所：長野カントリークラブ
　　　今回は当クラブがホストとなりますので、大

勢の皆様のご参加をお願いいたします。
　○　米山記念奨学会より創立 50 周年特別寄付

に対して記念の楯が届いております。事務局
に保管しておりますのでよろしくお願いいたし
ます。

　○　次週の例会場は会場側の都合により2F「弥
生の間」となりますのでお間違いのないよう、
よろしくお願いいたします。

　○　例会変更のお知らせ
　　上田西ＲＣ	 2 月 9 日（木）祝日の為、休会い
		  たします。
　　　	 ＊定刻受付はいたしません。
　　　　　　	 2 月 16 日（木）例会日を変更い
		  たします。
　　　	 ＊定刻受付をいたします。
		  2 月 23日（木）例会日を変更い
		  たします。
　　　	 ＊定刻受付をいたします。

《出　席　報　告》
本　日 出　席 欠　席 出席率

会員数 55名 26名 29名 47.27%
前々回　1月11日 訂正出席率　76.00%

《ニコニコボックス》
　夫人誕生祝い：土屋　磯司君、中澤　勝君
　在 　 籍 　 賞：土屋　磯司君
　○　ご無沙汰のお詫び傍々。� 土屋　磯司君
　○　いつもお世話になっております。本日は初め

ての会員卓話をさせていただきます。人前で
話すのは苦手ですが、よろしくお願いします。

� 山本　英夫君

《委 員 会 報 告》
　○　スキー同好会　宮澤　与一君
　　　お手元にご案内が届いているかと思います

が、3 月 11日・12 日に野沢温泉スキー場にて
開催いたします。実はスキー同好会の会長も
小山健英さんでした。追悼の意も込めて大勢
の方にご参加していただければと思います。よ
ろしくお願いいたします。

　　　元会員の清水さんや八木さんも参加予定で
すのでよろしくお願いします。

《退　会　挨　拶》
　○　山﨑　由和君
　　　2 月 1日付けで人事異動がありまして当クラ

ブを退会することになりました。ただ人事異動
と言いましてもこのまま長野におります。私の
職性としては、長野支店におりましてこの長野
の周辺の地域のお客様がご旅行に行かれる際
のお手伝いが仕事でしたが、今度はいかに長
野県に来ていただくか、ということになります。
私どもの用語でいうところの発営業から受営業
になるわけです。長野県全域を受け持ちまして、
オフィスも同じビルの中です。またどこかでお
行き会いするかと思います。後任は支店長の
石黒が入会させていただきます。遠いところに
行くわけではありませんので、お別れという感
じではありませんが、けじめとして本日ご挨拶
をさせていただきました。ロータリーソングに

「どこで会ってもやあと言おうよ。見つけたと
きにはおいと呼ぼうよ。」とありますとおり、ま
たどこかで見かけたら声を掛けていただければ
と思います。

　　　ありがとうございました。

《本日のプログラム》
　○　会員卓話
　　山本　英夫君
　　「電力全面自由化開始後の現状」



《文化学園長野中学・高等学校
� インターアクトクラブ活動報告》
　　『青少年交換委員会・インターアクト委員会
　　　� 合同県内研修 2017　に参加して』
　　文化学園長野中学校 3 年　花立　ひなた
　　　今回、日本に来ているインバウンドの生徒

の方たちとの交流の機会を与えてくださり本
当にありがとうございました。

　　　海外の方とお話しする機会は中々ないの
で、とてもいい経験になりました。私も将来
海外に行きたいと考えているので、これから
海外に行くアウトバウンドの生徒の方たちの
お話も勉強になりました。

　　　今回、この研修で積極性の有無がとても重
要だと感じました。研修では日本語が通じる
こともあり、会話に困ることは余りありません
でしたが、もしほかの言語しか通じなかった
ら、自分がどれだけその相手とコミュニケー
ションをとろうとするか。その積極性が、言
語が獲得に大きく関わってくると改めて感じ
ました。

　　　今後、留学する機会があれば今回この研修
で学べたことを胸に頑張りたいです。

　　　今回は生憎の天候で、予定通りの日程では
ありませんでしたが、とても楽しい１泊２日で
した。本当にありがとうございました。

　　『追記　交流会概要について』
　　地区インターアクト副委員長　佐藤　忠幸
　　　1 月 14 日（土）・15 日（日）の 2 日間で交流会

を開催しました。
　◦参加者　交換留学生インバウンド 3 名、イン

ターアクター 19 名（内　派遣候補生 7 名）
　　　IAC 顧問教師 4 名、ロータリアン 3 名　総

勢 29 名が参加。
　　　文化学園長野中学・高等学校 IAC は 7 名

が参加（内　中学生は 6 名・高校生 1 名）
　◦工程
　　〔第一日目　14 日〕
　　県内各所より集合（南信方面早朝より移動、

茅野駅からロータリアン運転の小型バスにて
移動）長野駅合流 10 時 20 分出発⇒善光寺参
拝（お戒壇巡り）⇒湯田中スノーモンキーパー
ク地獄谷⇒民宿 たんぼ荘⇒夕食⇒懇親会（英
語で学校紹介やクラブ活動の紹介・余興　等
すべて英語でのスピーチ）

　　〔第二日目　15 日〕
　　民宿 たんぼ荘⇒ミーティング・雪合戦⇒小布

施 北斎館見学⇒北斎亭で昼食⇒長野駅 各所
で解散

　　　14 日からの大雪の為、長野市内も交通渋
滞でバスの移動に時間がかかり、1 日目の信
濃美術館見学と 2 日目の M ウェーブの見学は
やむを得ず、誠に残念でした取り止めとなり
ました。

　　　しかし、スノーモンキーパークまでの雪道
の徒歩移動やバスの中では英語が飛び交い気
楽に会話ができる交流会ができました。昨年
に続き 2 度目の交流会でしたが、我が文化学
園長野中学・高等学校のインターアクトクラ
ブはやはり昨年同様に他校に負けないスピー
チでした。高校生の大日方会長と中学生た
ちの英語スピーチと浴衣を羽織っての日本人
にはおなじみの小話落語を英語にて数人でリ
レー方式で演じました。インバウンドの学生
たちには少し日本人のユーモア的なところが
難しかったかもしれませんが、我々にも英語
が理解でき？とてもよくでき、皆さんからもた
くさんの拍手をいただきました。昨年は雪が
無く民宿からだいぶ離れた雪原まで行きまし
たが、今回は民宿の庭先で雪合戦となりまし
た。近年になく長野平野部でも大雪が降り大
変でしが、思い出に残る良い交流会ができた
と思います。

《2月1日のプログラム》
　○　クラブフォーラム

《2月1日のメニュー》
　○　和定食
　　・造り（カンパチ、タコ、甘海老）
　　・ブリと花大根のべっこうあん
　　　クワイ、パプリカ、マイタケ、さらしネギ
　　・炊合せ（鱈子、タケノコ、凍豆腐、若布
　　　梅麩、木の芽）
　　・アサリご飯、味噌汁、漬物
　　・いちごゼリーとホイップいちご

＝次週例会予告＝

《2月8日のプログラム》
　○　職場例会　場所：エムウェーブ


